
                  

 

 

１ 進捗に関する成果  

重点課題 施策の方向 Ｈ２８主な取組実績 Ｈ２８主な取組の成果 指 標 項 目 
策定時 

(H22) 
H27 H28 

目標値 

(H28) 

重点課題１ 

男女共同参画に

関する意識の高

揚と教育・学習の

推進 

(1) 学校、家庭、地域の
連携による教育・学
習機会の拡充 

・男女平等の理解を深める道徳教育の実施 
・入学説明会等で男女平等教育の理解促進 
・家庭教育学級の開設による学習会実施 

・児童生徒に対し教育課程に則り計画的に実践した。保護者に対しては、
今後とも機会をとらえて適切な啓発に努める。     【学校教育課】 

・家庭教育学級の実施については緩やかではあるが上昇している。今後も
各学校等への指導・助言に努め、事業の充実を図る。  【生涯学習課】      

１ 

中学校の生徒会

における女性割

合 

会長 9.5% 35.0％ 31.6％ ― 

(2) 男女共同参画の視点
に立った意識の啓発
と表現への配慮 

・男性向け「子育てパパ育成事業」の開催 
・若者向け「親になるための教育事業」開催 
・男女共創セミナーの開催 
・男女共同参画週間事業の実施及びＰＲ 

・「子育てパパ育成事業」「親になるための教育事業」を開催し、男性や若
い世代の啓発を図った。              【地域協働課】 

・女性人材リスト登録者のフォローアップとしてセミナーを開催したこと
で意識の啓発が図られた。              【地域協働課】 

役員 52.1% 51.7％ 56.3％ ― 

(3) 男女平等の視点に立
った性に関する教育
の充実 

・性の全体指導計画に沿った指導を継続実施 
・高校生のための人権教室（桜坂高校） 
・スクールカウンセラーによる相談の実施 

・学校内での相談体制など、引き続き教育計画、年間指導計画に則り、相
談体制の充実を図っており、今後も実施する。     【学校教育課】 

・桜坂高校の人権教室は、全校生徒を対象に性教育講座を実施し、思春期
における心の教育に繋がった。            【地域協働課】 

２ 

市が開催する男

女共同参画関連

イベント・セミナ

ーの参加者及び

男性の参加割合 

参加者数 416 人 2,747人 2,281人 ― 

(4) 男女の生涯にわたる 
心の健康支援 

・健康相談や訪問指導、個人面談等の実施 
・健康教室やがん予防研修会の実施 

・石巻市健康増進計画に基づいた事業を行い、市民の健康づくりの支援や
生活習慣病の予防に努めた。また、妊婦健診や訪問指導を実施し、妊産
婦の健康保持の増進を図り、安心な出産や子育てを支援した。  

【健康推進課】 

割合 14.4% 32.3％ 30.2％ ― 

(5) 市職員・教員への意
識啓発の強化 

・教職員や保護者を対象に人権研修会を実施 
・市職員を対象に意識啓発研修を実施 
・庁内掲示板等で各種情報提供 

・人権教育講演会は、人権擁護委員協議会と連携し啓発の強化が図られた。                    
【総務課・学校教育課】 

・市職員を対象に「イクメン講習会」、「イクボス研修」を実施し、職員個々
の意識改革に繋げることができた。          【地域協働課】 

３ 
男女共同参画に関する出
前講座の利用回数 

0 回 1 回 1 回 ― 

重点課題２ 

政策形成及び方

針決定の場への

女性の参画促進 

(1)市の審議会・委員会等
への女性の参画促進 

・女性人材リストの活用促進 
・審議会等への女性登用の促進 

・女性人材リストを整備するとともに、各課に対しリストの活用を呼びか
け、各審議会等へ女性委員の確保に努めた。      【地域協働課】 

１ 
審議会・委員会等への女性

委員の登用率 
24.6％ 25.6％ 26.3％ 40.0％ 

(2)市及び市の関係団体
等における女性の参
画促進 

・審議会等へ女性委員登用の配慮を依頼 
・女性人材リストの活用について各課へ依頼 
・女性職員有志による懇談会を開催 

・管理職等に際しては、性別にとらわれることなく職員の適性を見極め登
用している。石巻市特定事業主行動計画（女性活躍の推進）に基づき、
管理職的地位（ポスト補佐職含む）にある女性職員の登用を促進した。 

【人事課】 

２ 女性人材リスト登載者数 94 人 137 人 145 人 150 人 

３ 
市議会議員における女性

議員の割合 
6.3％ 6.9％ 6.9％ ― 

(3)女性人材の育成 
・女性人材育成セミナーの実施 
・男女共創セミナーの実施 
・女性起業家セミナーへの事業協力 

・女性を対象とした各セミナーにおいては、講師の指導のもと女性のスキ
ル向上を図り、女性人材の育成に努めた結果、新規登録者が増加した。 

                          【地域協働課】 
・女性職員の能力が活かせる環境づくりに積極的に努めた。 【人事課】 

４ 
市の管理職にお

ける女性の割合 

総数 6.3％ 9.4％ 12.6％ ― 

うち 

一般職 
1.3％ 6.0％ 8.2％ ― 

重点課題３ 

地域における男

女共同参画の推

進 

(1)男女共同参画による
地域活性化の推進 

・自治会等役員に占める女性割合調査の実施 
・多様な視点からの防災実践講座の実施 
・｢男女共創セミナー｣の開催 

・男女共創セミナーを開催し、女性が社会活躍するための意識改革を図っ
た。                        【地域協働課】 

・「多様な視点からの防災実践講座」を県と共催で実施し、地域での女性
の社会参画促進及び、外国人への対応等理解を深めた。 【地域協働課】 

１ 子育て支援センターの数 5 箇所 10 箇所 10 箇所 7 箇所 

(2)男女共同参画に関す
る市民活動への支援
の拡充 

・石巻市ＮＰＯ支援オフィスの活用促進 
・石巻を考える女性の会設立２０周年記念事

業への共催 
・石巻市ＮＰＯ連絡会議の実施 

・ＮＰＯ支援オフィスのホームページや情報誌を活用し、事業の積極的な
周知を図った。                   【地域協働課】 

・「石巻市ＮＰＯ連絡会議」を支援し、復興まちづくりを担う女性や若者
の人材育成が図られた。              【地域協働課】 ２ 

ＰＴＡの会長及

び役員における

女性の割合 

会長 4.7% 16.4% 12.7% ― 

(3)国際交流・協力の推進 

・「じゃぱ Needs 塾」の開催 
・多文化共生ワークショップ in 石巻の開催 
・駐日本国大韓民国大使館主催による石巻市

内高校生韓国招待事業への実施協力 
・「海外姉妹都市・友好都市との交流事業記
録写真展」の開催 

 

・多文化共生推進事業の充実に関する取り組みを重点的に行い、国籍を問
わず参加者同士の交流を深められた。        【地域振興課】 

・高校生に対して、海外経験を積むことでグローバルな視点を養成が図ら
れた。                      【地域振興課】 

・写真展を実施したことで市民へ交流の様子を周知することができた。       
【地域振興課】 

副会長 33.5% 44.0% 40.6% ― 

役 員 51.7% 59.1% 58.5% ― 

３ 

自治会等役員に

占める女性の割

合 

役 員 15.8% 19.4% 17.8% 
20％ 

以上 
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重点課題 施策の方向 Ｈ２８年度 主な取組実績 Ｈ２８年度 取組成果 指 標 項 目 
策定時 
(H22) 

H27 H28 
目標値 
(H28) 

重点課題４  

働く場における

男女共同参画の

推進 

 

(1)働く場における男女
共同参画の環境整備 

・事業所との意見交換会の実施 
・ﾊﾛｰﾜｰｸ石巻の｢マザーズコーナー｣周知 
・「ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ」の意識啓発・アンケート
の実施 

・事業所と「女性活躍推進法」に関する意見交換を行い、第３次計画に反
映するとともに、県が行う企業認定・表彰制度の周知を図った。  

【地域協働課】 
・マザーズコーナーを市報に掲載したことで、働くことを希望する女性の

相談窓口について周知が図られた。            【商工課】 

１ 家族経営協定締結農家数 3 戸 20 戸 26 戸 
10 戸 

以上 

(2)働く女性の能力の向
上と就業支援 

・創業希望者向けの知識習得セミナーの開催 
・女性起業家を目指すセミナーの事業協力 
・保育所等入所児童の保護者への調査実施 

・地域における創業者の支援を行い、開業率の向上による本市産業の活性
化及び雇用の確保に結びつく取り組みを行った。       【産業推進課】 

                      

２ 
保育士、看護師に

おける男性の割合 

保育士 1.0％ 1.1％ 1.0％ ― 

看護師 8.6％ 10.7％ 10.8％ ― 

(3)企業における女性の

登用促進及び人材活用

に向けた取組推進 

・各種講演会のチラシ等を、市が主催する講

演会等での配布啓発実施。   

・事業所と「女性活躍推進法」に関する意見交換を行った際に、県が行う
企業認定・表彰制度の周知を図ることで登用促進を促した。 

 【地域協働課】 

３ 

自分の職場が、仕事と家庭

を両立するのに働きやす

い職場だと思っている人

の割合 

85.0% 85.5％ 79.6％ ― 

重点課題５  

男女間における

あらゆる暴力の

根絶と被害者支

援 

(1)男女間におけるあら
ゆる暴力の根絶 

・ＤＶ相談窓口ＰＲカードの広報・配布 
・被災地におけるＤＶ予防啓発講座の実施 
・石巻市子どもの権利に関する講演会の開催 

・県との共催事業「ＤＶ予防啓発講座」では、民生委員や地域福祉コーデ
ィネーター等が参加し、ＤＶの未然防止や被害者支援について啓発でき
た。                        【地域協働課】 

・思春期の特性を理解し、いじめに対する知識を学び、スマホなどの普及
で起こりうる暴力やいじめ予防の意識啓発が図られた。【子育て支援課】 

１ 
ＤＶの内容について正し

く理解している人の割合 

91.8% 
（知って

いる+よ

く知って

いる） 

97.6％ 
(5 選択肢

中ひとつ

でも知っ

ている) 

91.2％ 
（5種類

とも理解

してい

る、一部

は理解し

ている） 

― 

(2)暴力被害者に対する
支援の拡充 

・「女性のための面接相談」へ事業協力 
・被災女性支援相談員等研修会の開催 
・関係機関とのネットワークの充実 
・相談員のスキルアップの促進 

・警察署をはじめ、保健師、児童相談所等との連絡・連携を密にし、虐待
ケースに係る検討会議等でＤＶ被害との関連性など情報収集を行った。 

                       【虐待防止センター】 
・個別ケース検討会議や各種研修会の参加により多種多様な事例を研究す
ることで、対処能力のスキルアップを図った。  【虐待防止センター】 

・安全確保を優先し、継続支援を行うため、定期的に関係機関による検討
会議を開催し、支援拡充を行った。      【虐待防止センター】 ２ 

セクハラまたはＤＶ被害

に遭ったときの相談窓口

を知っている人の割合 

52.4% 63.1％ 37.8％ ― 

(3)あらゆる場でのセ
ク・ハラをなくすため
の取組の推進 

・ハラスメント相談体制の整備 
・ハラスメントの苦情相談員を配置し、グループウェア内に相談員名簿を

掲載し、全職員あて周知した。            【人事課】 

重点課題６  

子育て・介護・地

域活動と仕事と

の両立の支援 

(1)家庭生活・地域活動に
おける男女の共同責
任意識の醸成 

・子育てパパ育成事業「ｲｸﾒﾝ講習会」の実施 
・「親になるための教育事業」の実施 
・男女共創セミナーの開催 
・協働教育推進委託事業の実施 

・「子育てパパ育成事業」「親になるための教育事業」を開催し、男性や若
い世代への男女の平等意識を醸成した。        【地域協働課】 

・地域の特色を生かした教育活動を実践し、子どもたちの「生きる力」を
醸成するため、協働教育推進委託事業を実施した。   【生涯学習課】 

１ 
延長保育の実施箇

所数の受入定員 

箇所 6 箇所 12 箇所 14 箇所 8 箇所 

定員 60 人 ― ― 80 人 

(2)子育て支援の充実 

・延長保育、一時保育、乳児保育、障害児保
育、病後児保育の充実 

・放課後児童クラブの実施箇所の拡大 
・子育て支援センター事業の充実 
・子ども医療費助成の充実 
・「石巻市父子手帖」の作成・配付 

・保育事業の充実を図るべく、受入施設を増やし、利用者へのサービスの 
充実を図った。                  【子ども保育課】 

・子どもの気持ちや保護者の悩みを理解し、子どもの健全育成支援相談事
業の充実を図り、市民サービス向上に努めた。  【市民相談センター】 

・母子健康手帳交付時の個別面接や乳幼児健診、育児相談等を通じて、保
護者が安心して子供を産み、健やかに育てることができるよう支援し
た。                       【健康推進課】 

２ 
一時保育の実施箇

所数の受入定員 

箇所 4 箇所  4 箇所  4 箇所  5 箇所 

定員 30 人 30 人  30 人 40 人 

３ 
休日保育の実施箇

所数の受入定員 

箇所 0 箇所 1 箇所  1 箇所 2 箇所 

定員 0 人 20 人 20 人 20 人 

(3)高齢者や障害者の生
活支援及び介護保険
事業の充実 

・高齢者への各種サービス・相談事業の充実 
・「食」の自立支援事業の実施 
・高齢者の健康づくり事業の実施 
・介護予防、認知症予防対策事業の実施 
・障害者への各種サービス・相談事業の充実 

・要介護状態に陥る可能性のある高齢者への介護サービス提供など様々な 
取り組みを行った。                 【介護保険課】 

・介護予防教室に参加された高齢者を対象に、今後は住民主体による自主
的活動へ取り組めるよう推進した。          【介護保険課】 

・関係団体と連携した高齢者の健康づくりや生活習慣病予防への支援が介
護予防に繋がっている。               【健康推進課】 

・基幹相談支援センター等の周知が図られ、相談件数が増加し、併せてサ
ービスの利用等へ繋がり、障害者の生活支援が図られた。【障害福祉課】 

４ 
病後児保育の実施

箇所数の受入定員 

箇所 0 箇所 0 箇所 1 箇所 1 箇所 

定員 0 人 0 人 2 人 2 人 

５ 子育て支援センターの数 5 箇所 10 箇所 10 箇所 7 箇所 

(4)ひとり親家庭等への 
  支援 

・ひとり親家庭への児童扶養手当の支給及び 
医療費助成 

・児童扶養手当や母子・父子家庭医療費助成 
制度の周知 

 
・制度の周知や給付を通して、自立支援の促進につながった。 

【子育て支援課】 

６ 

放課後児童クラブ

の実施箇所と受入

定員 

箇所 28 箇所 39 箇所 44 箇所 30 箇所 

定員 1,115人 1,925人 2,135人 1,195人 

 



重点課題 施策の方向 Ｈ２８年度 主な取組実績 Ｈ２８年度 取組成果 備    考 

＜後期＞ 

最重点課題１ 

復興施策におけ

る緊急対応事項 

(1) 震災復興に関するあ
らゆるレベルの審議
の場への女性等の多
様な人材の参画推進 

・各種会議の委員へ女性登用の配慮を依頼 
 

・石巻防災会議委員の女性割合は９．３％（男性委員４９名、女性委員５
名）のため、次回委嘱時に女性委員の登用について検討する。  

【危機対策課】 
・震災復興推進会議及びまち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議につい

ては、辞職などによる補充による女性委員の増加は見られなかった。                        
【復興政策課】 

・新たに組織した震災伝承検討会議においても、女性委員の登用を働きか
けた。                                           【復興政策課】 

 

(2)被災者に対する自立
に向けた男女共同参
画の視点によるケ
ア・サポートの充実 

・地域福祉コーディネーター配置事業の実施 
・仮設住宅エリア主任配置事業の実施 
・いしのまき支援連絡会の開催（月１回） 

・復興公営住宅等への入居が進み応急仮設住宅の入居率が低下している中 
で、支援の内容が全体的な支援から再建方法未定世帯を中心とした個別
支援を行う事業へ移行しており、支援対象についても仮設から復興公営
住宅へ徐々に移行しているため、入居後のコミュニティ支援については
各課で取り組んでいる。               【生活再建支援課】 

 

＜後期＞ 

最重点課題２ 

将来を見据えた

男女共同参画の

取り組み 

(1)ＤＶの未然防止、子ど
も・高齢者虐待の未然
防止に関する施策の
充実 

・児童虐待に関するリーフレットの配布  
・各種虐待防止講演会の実施 
・専門カウンセリング事業 
・傾聴ボランティア活動の実施 
・該当児童の早期発見に努める 

・複雑化する虐待ケースに関係機関と連携を図り対応したことで虐待やＤ 
 Ｖの重症化防止を図った。           【虐待防止センター】 
・傾聴ボランティア活動として、一部の集会所等で月２回サロン「さくら」
を実施し、北上地区では週１回サロン「ひまわり」を実施した。 
                          【健康推進課】 
・新蛇田第１集会所で月１回開催の「蛇田お茶っこサロン」では、自治連、
社会福祉協議会、からころステーション、地域包括支援センターと協力
して実施した。                  【健康推進課】 

・相談窓口については、一人で悩まず誰かに相談できるよう、市民に向け 
て自死対策に取り組んでいる現状と相談機関の周知ができた。また、心
のケアミーティングについても各関係機関での連携強化につながった。 

       【健康推進課】 

 

(2)女性職員の管理職登
用に対する意識の改
革 

・意欲と能力のある女性職員の登用推進 
・意欲と能力のある女性職員の登用推進及び能力実績主義に基づいた適材
適所の人事配置を行った。               【人事課】 

 

(3)男女共同参画社会の
正しい理解の啓発促
進 

・子育てパパ育成事業の実施 
・市職員啓発研修会の実施 
・各種セミナーや講演会、研修会の実施 

・市職員を対象に「イクメン講習会」、「イクボス研修」を実施し、職員個々
の意識改革に繋げることができた。         【地域協働課】 

・市民及び団体等を対象とした様々な啓発事業を実施し、市民への周知を
図り、男女共同参画への理解の促進に努めた。     【地域協働課】 

 

 


